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年齢制限もなく
万一に備え
安心な補償

今後の主な行事予定
４　月

27日 監事監査

28日 第１回正副会長会

５　月

12日
新　女性・若手委員会

第１回理事会

28日

第１回評議員会

第２回理事会

新任市町老連会長研修会

６　月

４日 第２回正副会長会

10～11日
近畿ブロック老人クラブ
リーダー研修会

７　月

７～８日 市町老連会長研修会

８日 第３回理事会

13日
女性・若手リーダー研修会
（中播磨・西播磨）

16日
女性・若手リーダー研修会
（東播磨・北播磨・淡路）

30日
女性・若手リーダー研修会
（阪神南・阪神北）

８　月

６日
女性・若手リーダー研修会
（但馬・丹波）

９　月

初旬 第３回正副会長会

20日 老人の日（～26日老人週間）

中・下旬 兵庫県高齢者の集い

29日
グラウンド・ゴルフ県大会
※予備日：10 月１日（金）

10　月

29～31日
全国健康福祉祭
（ねんりんピック）岐阜大会

11　月

２日 健康ウォークラリー県大会

15～17日 第50回全国老人クラブ大会

※　県老連事務局試案で、変更する可能
性があります。

　　正式な日程決定は、正副会長会・理
事会のご承認が必要となりますので、ご
留意ください。

県
老
連
改
革
に
つ
い
て

県
老
連
で
は
、『
組
織
の

あ
り
方
及
び
運
営
方
法
の
見

直
し
』
に
つ
い
て
現
在
、
検

討
中
で
す
。

見
直
し
を
行
う
理
由
は
、

①
加
入
単
位
ク
ラ
ブ
数
の
減

少
に
よ
る
県
老
連
支
出
を
抑

制
す
る
必
要
性
、
②
組
織
運

営
の
合
理
性
の
確
保
（
役
員

数
・
会
議
開
催
回
数
・
委
員

会
・
部
会
の
あ
り
方
の
見
直

し
等
）
で
す
。

改
革
案
は
、昨
年
度
末
に
、

正
副
会
長
会
・
理
事
会
で
、

①
理
事
・
監
事
の
定
員
の
見

直
し
、
②
女
性
委
員
会
と
若

手
委
員
会
の
統
合
、
③
３
部

会
を
非
常
設
の
諮
問
委
員
会

に
改
組
す
る
、
と
い
う
方
向

性
の
ご
決
定
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
こ
の
「
方
向
性
案
」

を
基
に
、令
和
２
年
度
中
に
、

県
老
連
事
務
局
が
、
県
下
の

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
ご
説
明
・

意
見
聴
取
を
実
施
（
参
集
人

員
１
９
９
名
、
意
見
・
質
問

等
61
名
）
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
ご
意
見
・
ご
提
言

に
基
づ
く
所
要
の
修
正
を
加

え
た
上
で
、
改
め
て
、
正
副

会
長
会
・
理
事
会
・
評
議
員

会
で
ご
審
議
の
上
、
ご
決
定

が
得
ら
れ
ま
し
た
ら
、
令
和

３
年
度
か
ら
県
老
連
改
革
を

実
施
す
る
流
れ
と
な
り
ま

す
。な

お
、
正
式
に
改
革
案
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
ら
、
各
市

町
老
連
事
務
局
を
通
じ
、
詳

細
を
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　老人クラブ会員だけが利用できる保険です。
　団体割引が適用されています。他人の物を壊し
たり、ケガをさせた時の「賠償責任保険」と自分が
ケガをしてしまった時の「傷害保険」に加入して、
元気に活動しましょう。


